






































































































「仙」 同義 て 悟りを開いた仙人との意。来朝 ら二十五年余り、五十 歳での遷化から推定して、その誕生は慶雲元年（七〇四）と推定される。　
唐僧であった修栄は、この『僧正碑』の中で、菩提僧正の出自については、印度で崇敬されつつも国土は遥かに隔た






































































上表として、まさに栄誉ある とであるはずながら 後のいずれの「僧伝」もこれを殊更に取り上げる のはなく、僧正の事蹟としてはあまり知られていないも いってよい。このこ は、何をもって僧正像が構築されてゆくか、ということを考える上 も留意しておきたい。　
ところで、そもそも菩提僧正の名が歴史に刻まれるに至った最たる事蹟といえば、大仏開眼において開眼導師を勤





























で、正確には本文中にその出身に関する記載はなく 碑文の表題の中で「婆羅門僧正」という呼称に「南天竺」という語が冠せられるに留まっている。そうした修栄のこ ばから 、僧正の唐国における境遇や、本朝への出国の禁を犯すことに因む、いわゆる秘められた身上により多く語られな った実情というものが推し測られもして趣深い。現存する『僧正碑』の写本の資料状況からは、当該の表記が当初から付された表題 あるかを含めて踏み込んだ検証をすることは難い 以後の文献が同様に「南天竺」と語り継いでゆくなかで 菩提僧正は南天竺国から来朝した人である、という印象が定着して ったことは言を俟たない。　
ちなみに「天竺」という語を正史に求めるならば、それは中国の北宋史書である『冊府元亀』に収載された朝貢記























































だ糸を穀物で染めた）の七条袈裟とともに、菩提僧正 乾陀羅色（乾陀樹からとった染料による赤みを帯びた僧衣）の九条袈裟と五条袈裟 収蔵が記録されている。これら 袈裟につい は、『平等院宇治宝蔵袈裟記』 称する文章博士 藤原明衡が作した著名な願文のことばをもっても知 れ 。玄奘三蔵が古代印度 戒日王（ハルシャ・バルダナ、六〇六―六四七年頃、グプタ朝再興）から下賜 たという袈裟 、久しく大安寺にあ て、後 弥勒下生 期
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音・錫杖の四箇の声明と雅楽の演奏を伴う舞楽によって構成される「舞楽四箇法要」の法儀の形式を読みとることが可能である。これをもとに天平の供養が同法要の始まりとも伝えら ているが、左右両部制が調いつつ る中、第二期開眼の折の無遮大会などを経て、次第にその体裁が確立していったのではないかと思われる。そうした舞楽発展展開の中で、菩提僧正や仏哲 諸々の歌舞の始祖 ごとく語る伝承も散見されるよう っていったのであろう。　
ところで、現在の東大寺の毘盧遮那仏の尊容は、第四期開眼の江戸時代（元禄期）に再興されたものであることを





















































































































アジアの印度をも念頭に入れた、「仏教東帰」（『続日本紀』 表現）の仏教王国としての意識へと昇華してゆく過程であったと考えられる。天平十二年（七四〇）、国内の範とすべき大仏の実地見分 して、光明皇后を伴った河内の智識寺への行幸は 中国唐朝の高宗と則天武后が成し得た洛陽の奉先寺 盧舎那仏を念頭に置くものであり、翌年に発せられた国分寺・国分尼寺の建立の詔は唐の大雲寺制度に倣っ ものであった。こうした段階を踏んで、天平十五年（七四三）、聖武天皇の大仏の詔の発布は離宮である近江の紫香楽宮（信楽宮 で発布され、その造立は同宮で始められた。しかしその後、 々の遷都 、天平十七年（七四五）に再び平城京に還都して、都の東麓に金鐘寺（東大寺の前身寺院）の寺域で大仏の造立は始まった であった。　
大仏造立の詔の発布から開眼供養に至る、この間の国内情勢は必ずしも安定したものではなかった。天平十二年八










































に乗っていたのではなく 再度の出航と る開元二十三年（七三五）閏十一月の際に乗 し で ないか、という可能性である。それはいくつかの偶然、否、必然というべき縁が重なった来日であったといえまいか。　
ちなみに大福先寺は義浄がかつて則天武后の時代（長安年間）に『金光明最勝王経』の訳経を行ったことでも知ら









典に通じ、かつ二国語を併用する訳経者もしくは 僧 して重用されてい その存在（漢語にも精通していたか）が、唐国の最新の仏教を導入することに専心していた当時の本 の遣唐使一行の目に留まり、来朝のための乗船 いう経緯に繋がったのではなかったか。　
洛陽を後にして帰国の途についたのを開元廿三年（天平七年）閏十一月の中旬とし、同年十二月十三日に乗船、天



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































語集』二話より構成、『宝物集』、『諸寺建立次第』、『古事談』、『沙石集』、『東大寺縁起絵詞』二話より構成、『大仏縁起絵巻』など。『東大寺大仏縁起絵詞』の冒頭には「夫南閻浮提大日本国惣国分寺 ハ 聖同心ノ草創三代勅願ノ花界也」とある（「共同研究―『東大寺縁起絵詞 の研究 」翻刻、小山正文・小島恵昭・渡邊信和編、『同朋学園仏教文化研究所紀要』第九号、一九八七年所収）。鎌倉時代末から南北朝初めにかけて成立。また『大仏縁起絵巻』の冒頭には「夫 南閻浮提日本国惣国分寺東大寺は、聖武皇帝、救世観音の化現として、叡願を凝らし、四聖同心の草創なり」とある（続々日本絵巻大成
 伝
記・縁起篇六、小松茂美編 中央公論社 一九九四年所収 室町時代・天文五年（一五三六年）に成立。
（
46）

















る。迦毘羅衛は現ネパール タラーイ地方にある釈尊 故郷 町、霊鷲山はインド、ビハール州、ラージャグリハ（王舎城）にある釈尊の説法地の一つとして知られる。『拾遺和歌集』、『俊頼髄脳』、『袋草紙』 古来風体抄』、『為兼卿和歌抄』、『三宝絵』、『古事談』、『宝物集』、『沙石集』、『源平盛衰記』、『太平記』、『七大寺巡礼私記』「或抄」「行基菩薩伝」「元興寺小塔院師資相承記」「大安寺菩薩舞伝来記」、『東大寺要録』「元興寺小塔院師資相承記」、『諸寺建立次第』、『日本往生極楽記』、『大日本国法華験記』、『行基年譜』 『行基 菩薩行状記』、『行基菩薩伝』などに歌説話が収録される。米山孝子 婆羅門僧正との和歌贈答譚の生成」（初出は一九九〇年、『行基説話の生成と展開』勉誠社、一九九六年）参照。
（
49）「船師」は『華厳経』にも見られる衆生を済度する如来を表わす語。『執金剛神縁起絵巻』の詞書には具体的に「玉門関」の地

































































































































































































































































































































































夜時、「東大寺上院修中過去帳」 初段で「大伽藍本願聖武皇帝、聖母 太后宮、光明皇后、行基菩薩、本願孝謙天皇 不比等右大臣、諸兄左 臣、根本良弁僧正 当院実忠和尚、大仏開眼導師天竺菩提僧正、供養導師隆尊律師（中略）伝戒根本大唐鑑真和尚」と唱誦される。
